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アムネスティ・インターナショナルは、読者に情報の誠実さと公平性を信頼す

るようもとめています。しかし、率直に言ってそれらは信頼できません。	

	

アムネスティはマドゥーロ大統領の支持者たちを悪魔のように扱ってきまし

た。そしてその一方で、反政府側の人々による明白な人権侵害を徹底的に無視

してきたからです。	

	

グアイドが暫定大統領に就任した直後、アムネスティは「人権」を最大の根拠

として、トランプによる軍事的脅迫を「人権」で偽装させたかのように読める

報告を出しました。	

	

チームトランプがベネズエラの「唯一の希望」？	

	

この点に関して、アムネスティのエリカ・ゲバラ米州局長はこう語っていま

す。	

	

	

国際正義はベネズエラの人権侵害を防ぐ唯一の希望です。	さらなる残虐行為

を防ぐために、“利用可能なすべてのメカニズムをアクティブにする”時が来

ました。	

	

そして報告書でもこう述べています。	

	

	

ベネズエラの人権状況を本当に心配している国は、“普遍的管轄権の適用”を

探るべきである。	

	

“普遍的管轄権の適用”とは、ユーゴ内戦のときのセルビアのように、国家主

権を剥奪することです。アムネスティのベネズエラに対する主張は、思いとし

ては真剣かもしれませんが、誠実さ、公平さに欠けると言わざるを得ません。	

	



ベネズエラへの米国の軍事攻撃の脅威は、「人道援助の提供」を偽装していま

す。その偽装役をみずから買っているのがアムネスティなのです。実際には、

ベネズエラは外国からの援助を積極的にもとめ、喜んで受けとっています。そ

のことを忘れてはならないでしょう。	

	

食料・医薬品へのトランプの攻撃を無視するアムネスティ	

	

2017 年 8月にベネズエラへの金融制裁が始まったとき、アムネスティはそれを

非難しませんでした。経済全体への影響が深刻ではなかったというのが理由で

す。	

	

それから現在までに、ベネズエラは 1200 億ドルを輸入し、制裁措置により 60

億ドルを超える追加コストを払っています。	

	

国際石油価格が大幅に値下がりし、その安値が続き、持続的な価格崩壊が始ま

りました。そのあと制裁措置が始まり、設備の修復管理が困難となり石油生産

が急減しました。	

	

それまでは、ベネズエラは年間約 20億ドルの医薬品を輸入していたのです。	

	

アムネスティはベネズエラの経済問題を、しばしば人権侵害とごたまぜにして

指摘しています。このことを覚えておくことは重要です。	

	

	昨年、私はトランプの制裁を非難するよう求める手紙をアムネスティに送り

ました。これに対しアムネスティは非難を拒否する旨の返答を送ってきまし

た。	

	

そのときアムネスティはこう言っています。	

アムネスティは、これらの制裁措置について意見を表明するつもりはありませ

ん。そうではなく、ベネズエラが直面している深刻な危機に対処する、緊急の

手当の必要性を強調しているのです。人権に関しては、これを解決するのがベ

ネズエラ国の責任です。	

	

米国がベネズエラに与えた破滅的な被害を、アムネスティが一貫して認めなか

ったのは驚くべきことです。	



	

アムネスティはさらに、1月から始まった追加制裁について、その影響を注意

深く「監視する」ようにトランプにもとめました。制裁の「効果」と書かなか

っただけ偉いのかもしれませんが、中身はまさにそのとおりです。	

	

信頼できる人権団体なら、トランプが課したすべての経済制裁の即時終了を要

求するのが筋だろうに。	

	

ベネズエラでの暴力犯罪	

	

アムネスティはまた、最新の報告書で次のように述べています。	

	

カラカスの貧しい地域は特に影響を受け、最も多くの犠牲者を登録した。当局

との衝突で殺害された犠牲者は、「犯罪者」として後に提示された。	

	

ベネズエラの治安部隊が罪を犯したことは間違いありません。マドゥーロ政府

もそれを認めています。そして 2017 年の暴力的なデモ事件に関係した警察官

は逮捕されました。	

	

2017 年 6月、ウラジミール・パドリノ国防相は、国営テレビで治安部隊に警告

しました。そして「もう国家警備隊が残虐行為を実行するのを見たくはない」

と述べました。	

	

ベネズエラの治安部隊は非常に高い殺人率を保持しています。同時に警察官の

高い死亡率に直面していることにも留意すべきです。この傾向はチャベス政権

よりずっと前からの傾向です。	

	

同時に、この国は何年もの間、米国に支持された暴力的な抗議者に悩まされて

きました。その粗暴ぶりは際立っており、アフロ系ベネズエラ人を路上で生き

たまま焼いたり、警察官を殺害したりします。	

	

そして今日、米国は野党内で最も暴力的な勢力を権力につかせようとしていま

す。このことが深刻な脅威をもたらしています。	

	

暴力は連鎖します。治安部隊が「犯罪との闘い」として、または自己防衛とし

て法外な処刑を黙認する可能性があります。	



	

それはまた、アムネスティのような党派的グループがトランプの政権転覆計画

を、実際上煽るような動きをもたらすかもしれません。	

	

Maduro の支持者たちへの汚い戦争をけしかける宣伝	

	

アムネスティはその報告書で次のように述べています：	

	

カラカス市内のあちこちに、政府を支持する強力な武装グループ「コレクティ

ボ」が存在します。住民が国の配給システムに依存しているところではより強

力です。	

	

繰り返しになりますが、「緊急事態計画」は制裁措置が発動されたためのもの

です。野党系の世論調査でも、何百万人もの貧しい人々に必需品を配給してい

ます。それは全世帯の最大 60％に達します。	

	

そもそも貧困地域で、自分たちを自己防衛のために組織化することは、貧しい

人々の歴史となっています。それは別に新しいことでも何でもありません。そ

して彼らは貧民街や貧しい農村にいてマドゥーロを支持しています。	

	

だから、武装しているかどうかにかかわらず、米国とつながる勢力が権力を握

ると、激しく標的にされるでしょう。特にクーデターや米軍の侵略を通して政

権が変わるのならなおさらのことです。	

	

アムネスティは、貧困者を「非難する」ことについてはほとんど懸念を持って

いません。トランプが彼らの「健康と食料への権利」を攻撃することについて

は、ほとんど気にしてないように見えます。	

	

上記のすべての理由からして、ベネズエラに関するアムネスティの誠実性と客

観性には強い疑問を投げかけるほかありません。平和と正義のために、私たち

はアムネスティへの視点をもっと厳しい水準に保つべきです。	

（了）	

◆「ザ・カナリー」２月 26日付から。筆者はカナダを拠点に活動するライター。

テレスルなどに寄稿。	


